Oral Communication
Revised EXPRESSWAYS I (Advanced Edition)
 学習指導計画案

１．到達目標

	1.　学校や家庭生活の他、社会の様々な場面（買い物、外食、病院など）で、英語を多角的に用いて情報や考えを理解し、自らも情報や考えを表現できる能力を身につけます。

2.　積極的に英語でコミュニケーションを図ろうとする態度を育てます。


２．学習計画および評価方法

（１）学習計画等

	学

期
	配当時間
	学 習 内 容 と ね ら い
	備　考

(学習活動の

特記事項)
	考査

範囲

	第

１

学

期
	2


	1  Commuting to School

＜題材＞中国からの留学生リン、オーストラリアからの留学生ケイト、そして日本人の高校生タケシが通学の手段や時間について話し合います。

＜機能・表現＞交通手段や所要時間、行き先の表現などを学びます。

＜言語材料＞walk to school / take the train / ~ stations away / not as ~ as など。
	自己紹介も含めて学校までの交通手段や所要時間を全体に発表します。


	第

１

学

期

中

間

考

査

	
	2
	2  Using the Phone

＜題材＞ケイトがホームステイしている鈴木さん宅からオーストラリアの母親へ電話をします。また学校でタケシの携帯電話について話をしています。

＜機能・表現＞相手に許可を求める表現や電話での受け答えの表現などを学びます。

＜言語材料＞Hello. This is ~. / Can [Could] I ~? / OK、 go ahead. / Give them my regards. など。
	ペアやグループで話題を決め、電話での会話を練習します。
	

	
	2
	3  The School Festival

＜題材＞日本の高校で開催されている文化祭についてタケシがケイトに説明しています。

＜機能・表現＞日本文化や伝統的な祭事について説明するための表現などを学びます。

＜言語材料＞I wonder if ~. / It's called ~. / Such as? / What about ~? など。
	興味のある日本文化や祭事について調べ、発表を行います。
	

	
	2
	4  Recycling and the Environment

＜題材＞ケイトとホームステイ先の母親（鈴木さん）がゴミの分別について話し合います。

＜機能・表現＞環境問題を話し合うための関連表現などを学びます。

＜言語材料＞and so on / sort ~ into / need to help do / I’d like to do / I heard [read] ~. など。
	生徒が日常行っている環境保護活動についてグループで発表し合います。
	

	
	2
	5  Driving and Directions

＜題材＞ケイトはホームステイ先の両親に連れられて富士山へドライブに出かけます。

＜機能・表現＞交通や道案内の関連表現などを学びます。

＜言語材料＞Wow、 ~! / turn at the next corner / go straight / pull in / see ~ out / go by trainなど。
	学校周辺についてペアやグループで会話練習を行います。
	第

１

学

期

期

末

考

査

	
	2
	6  Using Computers and E-mail

＜題材＞パソコンを前にケイトとタケシがインターネットについて話し合います。

＜機能・表現＞使用許可を求める表現やパソコン関連の表現などを学びます。

＜言語材料＞ Can I ask you a favor? / No problem. / What do you want to use it for? / serf the Web など。
	実際にe-mailを友達に送り、e-mailを使用する際のマナーをグループで話し合います。
	

	第

１

学

期
	2
	7  Doing Volunteer Work

＜題材＞ケイトとタケシがボランティア活動について話し合っています。

＜機能・表現＞ボランティア活動の関連表現とともに活動の内容や意義などを学びます。

＜言語材料＞in fact / spend ~ doing / be able to do / One thing I can do is ~. など。
	日常生活の中でできるボランティア活動についてグループで話し合います。
	第

１

学

期

期

末

考

査

	
	2
	8  Talking about the Weather

＜題材＞タケシはオーストラリアへ戻ったケイトと電話で天候について話します。

＜機能・表現＞天気・天候の関連表現などを学びます。

＜言語材料＞Nice to hear your voice. / What’s the weather like ~? / Hot and humid. / that’s because など。
	世界や全国の週間天気予報を使用してペアで会話練習を行います。
	

	
	1
	Listening Review 1

＜題材＞英文を正しく聞きとるための注意点があげられています。

＜機能・表現＞音の脱落、連結の仕方などを学びます。
	
	

	
	【課題・提出物等】

1.　授業中使用するハンドアウト　　　　2.　コミュニケーション活動の自己評価用紙


	
	【第１学期の評価方法】

1.　定期考査成績、グループ活動参加態度、ハンドアウトの提出物、自己評価用紙で評価

2.　評価の割合は定期考査５０％、平常点（提出物、参加態度）３０％、自己評価用紙２０％です。

	第

２

学

期
	1
	Take Off to Sydney

＜題材＞マナブは留学のため飛行機でシドニーに向かっています。

＜機能・表現＞機内の座席や飛行中、現地に到着後の表現について学びます。

＜言語材料＞Welcome aboard. / May I see ~? / Where can I ~? など。
	safety instructionsを暗唱してshow and tellを行います。
	第

２

学

期

中

間

考

査

	
	2
	9  Weekend Plans

＜題材＞オーストラリアへ留学しているマナブはカイリーのおじさんの家で行われるバーベキューパーティーに招かれます。

＜機能・表現＞予定・意図・提案・勧誘などの表現を学びます。

＜言語材料＞How about ~? / be going to do / I'd love to.など。
	ペアで週末の予定について尋ねたり、誘ったり会話練習を行います。
	

	
	2
	10  Shopping

＜題材＞カイリーとマナブはショッピングモールにジーンズを買いに来ています。

＜機能・表現＞服のサイズや好みの色などを伝える表現を学びます。

＜言語材料＞What size ~? / What do you think of ~? / I prefer ~. など。
	ペアで役割練習を行い、全体で発表活動を行います。
	

	
	2
	11  Visiting the Doctor

＜題材＞マナブは体調が悪くなり、病院で診察を受けています。

＜機能・表現＞いろいろな症状や体調などの言い方を学びます。

＜言語材料＞I have ~. / How do you feel? / What’s the problem? など。
	ペアで患者と医師の役割を決めて会話練習を行います。


	

	
	2
	12  Hobbies

＜題材＞マナブとホームステイ先の母親ブラウンさんは趣味について話しています。

＜機能・表現＞自分の趣味を話したり、相手に尋ねたりする表現を学びます。

＜言語材料＞I'm afraid... / Can you play ~? / How come ~ ? など。


	自分の趣味についてのプレゼンテーションを行います。


	

	第

２

学

期
	2
	13  Superstitions

＜題材＞マナブとカイリーは迷信について話し合います。

＜機能・表現＞迷信の背後にある文化の違いや日本の迷信を英語で説明するための表現などを学びます。

＜言語材料＞Oh、 dear. / I'm getting scared. / some people say など。
	日本にある迷信をグループで出し合い、英語で発表し合います。
	第

２

学

期

期

末

考

査

	
	2
	14  Pets

＜題材＞マナブとカイリーは学校でペットについて話しています。

＜機能・表現＞長所・短所について話し合うための表現を学びます。

＜言語材料＞ Why don’t you ~? / What kind of. ~? / too ~ to doなど。
	好きなペットの種類や長所・短所をグループで話し合います。
	

	
	2
	15  Getting Theater Tickets

＜題材＞カイリーはシドニーで公演されている日本劇団の芝居を見に行こうとマナブを誘います。

＜機能・表現＞相手を誘う表現やチケットの予約をする表現などを学びます。

＜言語材料＞~ is on / book ~ seats / be based onなど。
	台詞を考え、短い劇の実演に挑戦します。
	

	
	1
	Listening Review 2

＜題材＞英文を正しく聞きとるための注意点があげられています。

＜機能・表現＞語尾の抑揚や長い文を聞きとるポイントを学びます。
	
	

	
	【課題・提出物等】

1.　授業中使用するハンドアウト　　　　2.　コミュニケーション活動の自己評価用紙

	
	【第２学期の評価方法】

1.　定期考査成績、グループ活動参加態度、ハンドアウトの提出物、自己評価用紙で評価。

2.　評価の割合は定期考査５０％、平常点（提出物、参加態度）３０％、自己評価用紙２０％です。

	第

３

学

期
	2
	16  Future Plans

＜題材＞マナブとカイリーは自分たちの将来について話しています。

＜機能・表現＞自分の将来の目標について述べるための表現などを学びます。

＜言語材料＞plan to do / have got to do / be thinking of doingなど。
	高校卒業後の進路についてグループ内で話し合います。
	学

年

末

考

査

	
	2
	17  Sports

＜題材＞マナブとカイリーはクリケットのフィールドでスポーツについて話しています。

＜機能・表現＞自分の好きなスポーツや選手を紹介する表現などを学びます。

＜言語材料＞a bit like / What’s your favorite sport? / like ~ the bestなど。
	クラス全体でスポーツについて討議を行います。
	

	
	2
	18  Housing

＜題材＞カイリーの家を訪れたマナブはその広さに驚きます。

＜機能・表現＞家の様子や感想を伝える表現などを学びます。

＜言語材料＞What a ~ ! / I'm sure ~. / I wish ~. / I'm glad ~. など。
	文化によって異なる住宅事情などを調べて発表します。
	

	
	2
	19  Preparing for a Speech Contest

＜題材＞マナブはスピーチコンテストに出場するにあたって、ペッパー先生にアドバイスをもらいます。

＜機能・表現＞スピーチの構成について学び、実際のスピーチに挑戦します。

＜言語材料＞I'd like you to do / talk about / it might be better to do など。
	各自テーマを決めてスピーチを作成し、クラス内で発表し合います。
	

	
	2
	20  Eating Out

＜題材＞スピーチコンテストで入賞したマナブにカイリーはハンバーガーをおごります。

＜機能・表現＞ファーストフード店での会話表現、料理の名前などを学びます。

＜言語材料＞Let’s order. / How can I help you? / What about ~? など。
	食べ物を注文する場面を設定してペアやグループで発表を行います。
	

	第

３

学

期
	1
	Listening Review 3

＜題材＞英文を正しく聞きとるための注意点があげられています。

＜機能・表現＞音の脱落や連結、つながりを学びます。
	
	学

年

末

考

査

	
	随時
	DOWN-UNDER MAP（南半球を上にした地図）

Short Words Go a Long Way（短い会話フレーズ）

Voice Tones Say a Lot（英語のリズム・短縮形・あいまい母音）
BODY  LANGUAGE（ジェスチャーでのコミュニケーション）
	
	

	
	【課題・提出物等】

1.　授業中使用するハンドアウト　　　　2.　コミュニケーション活動の自己評価用紙

	
	【第３学期の評価方法】

1.　定期考査成績、グループ活動参加態度、ハンドアウトの提出物、自己評価用紙で評価。

2.　評価の割合は定期考査５０％、平常点（提出物、参加態度）３０％、自己評価用紙２０％です。

	【年間の学習状況の評価方法】

先に掲げた到達目標に照らし、１学期・２学期・３学期の成績を総合し、年間の学習成績とします。

	確かな学力を身に付けるためのアドバイス
	この授業では英語を多角的に用いていきます。学校や家庭以外の場面での表現も扱いますのでしっかり身につけてください。表現を覚えたら、積極的に使ってみることが大切です。グループ活動に積極的に参加して、英語を実際に使う時間を仲間と共有しましょう。また、正しい文法事項の理解、正しい綴りの書き取りもコミュニケーション活動には欠かせません。

しっかり予習・復習をするように心がけてください。

	授業を受けるに当たって守ってほしい事項
	授業で配られるハンドアウトをファイルにとじて管理し、毎回持参してください。グループ活動を多く行いますので、話し合いの手助けとなる辞書や各レッスンのトピックに関連した資料も持参するといいでしょう。


（２）評価の観点、内容および評価方法

	評価の観点および内容
	評価方法

	関心･意欲･態度
	コミュニケーションに関心を持ち、積極的に英語を用いた言語活動を行い、コミュニケーションを図ろうとしているか。
	· グループ活動への参加態度

· 授業中のハンドアウト

	表 現 の 能 力
	日常のさまざまな場面で、自分の意見や考えなどを英語で表現しているか。
	· 授業中のハンドアウト

· 発表の内容や態度

· 自己評価用紙

· 定期考査

	理 解 の 能 力
	日常のさまざまな場面で使われる表現が身についているか。また、相手の伝えようとしていることを理解できているか。
	· 授業中のハンドアウト

· 発表の内容や態度

· 自己評価用紙

· 定期考査

	知 識・理 解
	授業や予習・復習を通して言語表現、またその背景にある文化についても理解しているか。
	· 授業中のハンドアウト

· 発表の内容や態度

· 自己評価用紙

· 定期考査
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1

